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宇宙開発計画，
（平成5年3月17日決定）

科し 学

運　　用

開　　発

研　　究

観 演

試験惑星探査機i（MS－T5）

第12号科学衛星（EXOS－D）
第13号科学衛星（MUSES－A）
第14号科学衛星（SOLAR－A）
磁気圏観測衛星（GEOTAIL）
第15号科学衛星（ASTRO－D）

衛星搭載用X線観測装置

第16号科学衛星（MUSES－B）

運　　用

開　　発

研　　究

通

口17号科学衛星（LUNAR－A）・
第18号科学衛星（PLANET－B）

静止気象衛星4稚くGMS－4）
静止気象衛星3号（GMS－3）
測地実験衛星（EGS）｝

海洋観測衛星1号（MOS－1）
海洋観測衛星1号一b（MOS－1b）
地球資源衛星1号（JERS－1）

静止気象衛星5号（GMS－5）
地球観測プラットフォーム技術衛星（ADEOS）
熱帯降雨観測衛星（TRMM）
資源探査用将来型センサ（ASTER）

悪

運　　用
通信衛星3号（CS－3a及びCS－3b）
放送衛星3号（BS－3a及びBS－3b）

開　　発 通信放送技術衛星（COMETS）

開発研究 光衛星間通信諸隊衛星（OlCETS）

研　　究

豊
！幽

論
義、

ト

軌道上からの無人回収システム（EXPRESS）
宇宙ステーション取付型実験モジュール（JEM）等

瀾　　発 宇宙実験・観測フリーフライヤ（SFU）
宇宙環境利用・

L人宇宙活動 第二次国際微小重力実験室（lML－2）計画

人工衛星共通技術

@　　　　　♪
@　　　　　£

運　　言

J　　発

J発研究

､　　究

技術試験衛星V型（ETS－V）

Z術試験衛星V置型　ETS－Vl）

Z術試験衛星Vll型（ETS－VIl）

M系ロケット
。開　　発

H－llロケット・

宇　宙　輸　送 J－1ロケット

研　　究

人工衛星及びロケットの開発に必要な施設

人工衛星及びロケットの打上げ施設
施　設　整　備 人工衛星の追跡寺に必要な施設

宇宙ステーション関連施設

その他の施設

研究開発能力の強化　　　　　　　　　　　　　・
国際協力の推進

宇宙関係条約関連措置等

そ　の　他 普及啓発活動の強化
冠注技稀渚の養う

宇宙開発推進基盤の整備

一3一
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H　人工衛星、ロケット等の開発進捗状況
　　　　　　　菖

、
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（　科学の分野　）

開発項目 ：第15号科学衛星（ASTRO－D） （運用）

研究機関名湯：文部省宇宙科学研究所
『

年　度 6 3～平成3年度実績
雛

平成4年度実績 平成5年度計画
予算額 63 元 2 3

8

最　終　目　標
　　　　　1（千円）

磨@項　　t 4，290， 652 2，731，680 8，689
F

宇宙の最深部を対象
とし、多様な天体のXP　M隠 ノ

線像とX線スペクトル
の精密観測を行うこと

F　M ← 一‘一一一一｝一一俸”噂燭卿一 @γ
， を目的とする。

と

M－3SHロケット
7号機

亀

ゴ

’ 、

聾

ノ ‘

咽

ノ

註

‘ ’

特記事項 備’　　考
プロ トモデルの開発を完了し、 フライトモデルの開発を完了 引き続き運用を行う。 ，　、「

@　丸フライ トモデルの開発を行った。 し、総合試験を行って、M－3S
膨 Hロケット7号機により平成4年

’

著　　　　　　　　　｝

@　　　　　　「@「

、， F

’　　　　　　　　　　　　　　　≠　　　　　　「

度冬期に打ち上げた。

@これに伴い、運用を開始した。
L

’

弱
、

、

r

百

一

　f秩@’　　〆　　　♪ 降
軍

　　　　　恥p　η
ド

’　胃『
娯

、

響

5 ∫

で

～

．　・　　　一7一
　　　　　　　　つ

騨職～一一構　
“鼎F呼唱　噸詞 へ　　　　　　四　戸　　　　準 『㎎

　♪￥　脱ノ
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（　科学の分野　）

開発項目 ：第16号科学衛星（MUSES－B） 欄発）
ノ

研究機関名等：文部省宇宙科学研究所
電

年　度 平成元年度～平成3年度実績 平成6年度～ 7年度計画

平成4年度実績 平成5年度計画
予算額 元　、 2 3 6 7 最　終　目　標
、

（千円） t

事　項 1， 052．， 866 875，234 3，938，555
輌

大型精密展開構造機
‘

二等の研究及び電波天P　M
文観測を行うことを目

一　　一　　一　　一　　一　　岬　　一

F　M 一一一一単… ﾁ 的とする。

M－Vロケット
1号機

、

、

う　　　、

’

’

“

’

、

‘

、　特記事項 備　　　　考

A
f

プロトモデルの開発を完了した。 フライトモデルの開発に着手し 引き続きフライトモデルの開発 フライトモデルの開発を完了す
た。 を行う。 る。引き続き総合試験を行って、

M－Vロケット1号機により平成
一

r

7年度夏期に打ち上げる。
」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔

@「
r

π

’，

，

’

　　，A

覧

’

、

畠。＿＿＿＿＿＿＿

幽
章一

蕊

（　科学の分野　）

開発項目 ：第17号科学衛星（LUNAR－A）　（開発）
研究機関名等：文部省宇宙科学研究所

ド

年　度
ガ

平成6年度～9年度計画
～平成3年度実績　　　、 平成4年度実績 平成5年度計画

予算額 「 6 7 8 9 最　終　目　標
b

く千円） ノ

　　　　　　　　　　　：
磨@項 380，000 496，375 566，395

‘

r

蒐

月内部の地殻構造及

P　M L

ノ ことを目的とする。

F　－M 一一 『“需 ﾁ

ノ

㌧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

@M－Vロケット
｛

3号機

’

ギ

、

，
ノ

＝

’

！

宝

特記事項　　　　　「

一

備　　　　考

プロトモデルの開発に着手したσ 引き続きプロトモデルの開発を プロトモデルの開発を完了す フライ トモデルの開発を完了す

行った。 る。 る。
賢

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　四

@　　　　　　　r
｝

引き続き総合試験を行って、
」 M－Vロケット3号機により平成

9年度夏期に打ち上げる。

　e 　　山o

實　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　， 　　　　　　　　摩@♂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ

^　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曳

！

シ

蟹！　　　　　　　　　」
’

ρ　評　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　㍗
’

’

甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ ρ

♂ ド

〆

〆 ！
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（　科学の分野　）　　　’ 　一
A

記
7

開発項目 ：第18号科学衛星（P－LANET－B）　（開発） 、

研究機関名望：文部省宇宙科学研究所
P

年　度 ～平成3年度実績　・
占 平成6年度～8年度計画

平成4年度実績、 平成5年度計画
6 7 8 最　終　目　標

予算額
（千円）

、

事填 135，375 3，036，000
、

1火星周回軌道に投入

し、火星大気の構造及
P　M’

h

び運動並びに太陽風と
一　　”　　一　　一 の相互作用を研究する

F　M 一

一一一一一一 ﾁ
ことを目的とする。

M－Vロケット、
｝

2号機
、

←

、

「

ご

1

「

卜

一

、
｝

塒記事項
備　　　　考

プロトモデルの開発に着手し プロトモデルの開発を完了し、 フライ トモデルの開発を完了す

た。 フライトモデルの開発に着手す る。

る。 引き続き総合試験を行って、 ，

卜

M－Vロケット2号機により平成
8年度夏期に打ち上げる。

、

e

1

r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　停
」

馬

へ

i

〆

畠薗
＿一＿一豊

幽
w一．

－
’
．
脚

（科学の分野　）

開発項目 ：磁気圏観測衛星（GEOTAIL） （運用）
’

・研究機関子等：文部省宇宙科学研究所

年　度
旨

6 1 ～平成3鞭実績
平成4年度実績 平成5年度計画

予算額 61 62 63 元 2 3 最　終　目　標

　　　　　（千円）

磨@項 9， 061， 600 93・8，718 451，522r

一
我が国が衛星の開発

竃

を担当し、米国が打上
P　M げ等を担当して、地球

の夜側に存在する長大
辱

F　M 一一一一囎一一一輯”一，冒’ ﾁ
な磁気圏尾部の構造と

9

ダイナミックスに関す ノ

る観測研究を行うこと

’

　μ

u

i

鬼

を目的とする。

芦

孝

’

、

’

ギ

’

’

ノ

峯
－

r
　　　一
�@　　　考

F 特記事項
プロ トモデル及びフライ トモデル 米国航空宇宙局（NASA）の 引き続き運用を行う。 、

、

の開発を完了し、 総合試験を行っ デルタHロケットにより打ち上 卜

’ た。 ＄ げ、運用を行った。

〆　1 雪
星

、
〆

1

間

　　　　　　　　　　胃y

㌦　可

ノ

団

7
じ

～
昏

℃

’

、　　匠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

，
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開’発端　目：衛星搭載用X線観測装置
季　　一

研究機関誌等：理化学研究所
蚤

卑　　　年　度 　　　　　　　　　　’`平成3年度実績 平成6年度～8年度計画
、 平成4年度実績 平成5、年度計画 ’

予算額 3 6 7 8 最　終　目　標
（千円）

事　項 52，000　『

要素技術の研究開発 ←　　一一一・」脚幽一一一■圏。・・儒・一層，．■賜腓，口ロー“鴨“ 一齢’”一一’一一一一鱒髄’の 諱C一’畠幽一一’隔幽’．→

ナ

バースト的に輝く高
，

エネルギー・トランジ
エント天体をガンマ

FM ←　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→ 線、X線、紫外線で観
； 測し、その発生機構を

｝　　　ダ 解明し、この天体を特
総合試験 ←　　帥一・　→ γ

乱 回することを目的とす
る。

脚　データ受信 ←　　口口ロー一徊 幽層一一一一@　→
レ

’
こ

‘

匹

特記事項 X線検出器の研究及びX線データ処理回路等の要素技術の研究開発 米・日・仏の国際共同研究によ THETE」衛星はNASA 備　　　　考
を行った。 り高エネルギー・トランジェント が打ち上げる。

天体観測衛星（HETE）を開発
する。

ゴ

亨

c

，

へ

㌔

「

告

‘

，

へ

、

ダ

亀幽
幽
禽

「

（観測の分野）

1

開発項目：静止気象衛星5号（GMS－5）
（開発）

研究機関名望：宇宙開発事業団 胃
つ

年　度　　　　監 昭和63～平成3年度実績 平成6年度～7年度計画
平成4年度実績 平成5年度計画

予算額 63 元 2 3 1
6 7 最終目標

　　　　　　　（千円）

磨@項　　1　　　　　’ 2，113， 436 664，142 629，960 、

r
》

〆

我国の気象業務の改
打上げ 善及び気象衛星に関す設計 ← →

げ氏
△ る技術の向上を図るこ

製作・試験 ←
　
↓
ノ とを目的として、GM

S－5を開発し、H一
、H一皿ロケット3号機 ← → 皿ロケットで打上げる
！ 追

跡
管
制
ソ ’ z

∫

メ

←一→

’
’

、

、

‘

’

、

’
1

か

’

箪

ド

ヤ

〆

－

’7 r

戸

’
，　　　　一

㌧

特　記　事　項 ①
　　　　　を　　、
fMs－5の設計 （SAR機能追加を含む。 ） ①　GMS－5の製作、 ①　GMS－5の製作、 ① GMS－5の製作、イン 備　　　　考
、部品調達を行った。 インテグレーション インテグレーション テグレーション及び受入試

十

② GMS－5の製作、 試験に着手した。 及び受入試験を行った 及び受入試験を行う。 　試験を行う。

A H一皿ロケットにより平
予算額については、
rAR機能追加分を含

〆　　喚　　　　　　　’
一

｝
成6年度に打ち上げる。 む。

」

ノ

「 　　　　▼h

　　　　　　｛R　　　　　　　　¢
’　　　　　’

ρF

響

’

一13一
／

一一
望〔’

`　　酬榊 フ
ノ



←　ク　　、

一1ヒ4．一

日

・開発項目：静止気象衛星5号 （GMS一 5）に搭載する遭難信号用中継器の開発（開発）

研究機関名等：運輸省運輸政策局技術安全課

墨

L

ト＼　　年度　　　　＼＼
一

　　　　　】ｽ成元年～3年度実績
、

，

　　　　　　匹
ｽ成5年度計画 平成6年度～平成7年度計画 最　終　目　標

、・　　　＼　・　’　　　、

ｿ需く　　　＼・
元 2 3

㍉事　項

117，501 62，108 37，108

て

、

静止気象衛星5号（GMS一
、

5）に、船舶等の遭難時にお

ける遭難信号を捜索救助機関
設　　計 ← ヒ

に中継する通信機を搭載して

［
’

、衛星の多目的化技術開発の

驚

製作・試験 ← ’

、

炉

、

←

、

　　　　　　　　｝
i　　　　　　　’ 静止気象衛星5号（GMS－5 静止気象衛星5号（GMS－5 静止気象衛星5号（GMS－5

6年度は引き続き通信機の製 備　　考

・特記事項 ） に搭載する遭難信号中継用の ）に搭載する遭難信号中継用の
）1と記載する遭難信号中継用の 作を行うと共に、打上げを行

ギ

　　　　　「ﾊ信機の設計を平成元～2年度 通信機について、前年度に引き 通信機について、前年度に引き
う。

、

で行うと共に、平成2年度より
，

　びｱき製作を行った。 続き製作を行う。 7年度は遭難信号中継実験を
’

製作を開始した。
，

実施する。

1

　　　　、　べ@
、
電

占

叫憲　
、≦動＿

趨
r

（観測の分野）

’

開発項目：静止気象衛星5号（GMS－5） （開発）

’

研究機関名等：気象庁
－

氏

7

’　　　　　　　　年　度 昭和6 　　　　εR年度～平成3年度実績 ｛
平成6～7年度計画．

平成4年度実績 平成5年度計画 最終目標
亀

｝

予算額 63 1元 2 6 7

（千円）

ヤ

事　項 7ゼ323， 924 3；414，406 4，519，255ノ ，

t

」　｝ 監

　国連の世界気象機関（W

lO）で合議された世界気
設計，、　　　‘　’

← → ‘

象監視（WWW）計画の一
’

」

打上げ 環としてアジア・二三アニ

一｝ 、

・部品調達　　㌦ ← r
△ ア地区における静止気象衛

’

r

ρ ↑ 星による定常観測の運用を

　　’@　　　　　　レ｛ノ
　
旨
　
し
2

鳳

’

　　犀
p続する。また、国内にお

！

「

製作／組立／試験 ’ いて静：止気象衛星の情報の
』　　　ヂ

　←f ’

’

し
、

笥

↑ 1 有効な利用体制を確立する
、

H－nロケット3号機 ←
レ

ρ

乞

㍉ 、

、．

ﾁ記裏項　　　　　　　　’ GMS 一 5の開発に着ま。 打上げ等 GMS－5の打上げ等を引 GMS－5の打上げ等を引 GMS一 5の打上げ等を引
γ

　　旨 を宇宙開発事業団へ委託。 き続き宇宙開発事業団へ委託 き続き宇宙開発事業団へ委託 き続き宇宙開発事業団へ委託

　　　　　　　　　，ｯ

甲

セ　9　　　　　　　写 レ

、

冨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斗　　　　， 峨 ’

’

百

’

一15一

／
一　　　　　　；　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　｝

轡　　　へ 驚　　　　　脚 7
ノ



一16一
、

←　，

研究機関名馬：宇宙開発事業団

’1脱項目・地球観測プラットフォーム技術醒（ADEOS）（開発）　　、　　　　　　　　　’
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　骨@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　λ　　　　　　　　　　　　　　　　　　層

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

、

　　　　　　bA昭和63引年度～平成3年度実績 　　　　　舟

ｽ成5年度計画
平成6年度～8年度計画

平成4年度実績
　　、

ﾅ　終　目　標

　　　　　　　　年　度

@　　　予算額
@　　　　　　（千円）
磨@項

63 元 2 3 6 7 8

．　　　7，　6　5　9，　7　1・2 10，476，475 9，268，721

←　　一　　→
㌃

一　　　→

司
、↑

↑
、

←
塵 ↓

↓

　地球環境のグローバル
ﾈ変化の監視、地球観測
Z術の維持発展、AOセ
塔T搭載による開発利用
ﾌ促進及び国際協力の推
i、地球観測データ等の
?pに必要とされる技術
ﾌ開発及び将来のプラッ
gフォーム型衛星開発に
K要な技術の開発を行う

’

打上げ

@△
←

予備設計

軏{設計

ﾚ細設計　　　　←　　一

DEM
@PFM
nCTS／AVNIRの開発　　　，

@AOセンサ　　　　　　　　　　　　　f

@H一∬ロケット

@追跡管制も

@　藍

←　　△

@（選定） 曳
↑

　　→

@△iNASDA
�nし

↓
↓
↑

弓　　－

　b

→

備　　　　　三
二　　記　　事　　項

d　　　　　　　　　　、　　　　　　　　鮨

@　　　　　一

①　AOセンサの選定及びAOセンサとのインタフ　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　エース調整を行った。

A　センサのBBM開発を継続して行6た。
B衛星の予備／基本設計を行った。

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匙

①　AOセンサとのインタ
@フェース調整を行った。
A　EMの開発を継続して
@行った。また、PFMの
@製作を開始した。
B衛星の詳細設計を行っ
@た。

①　AOセンサとのインタ
@フェース調整を行う。
A’EM及びPFMの製作
@試験を行う。
B衛星の詳細設計を行う。

①詳細設計、EM／
@PFM製作、インチ
@グレーション及び受
@入れ試験を行う。
A　H一∬ロケットで
@平成7年度に打上げ
@る。

AO　：AnnounceIBent　of

@　　Opportunity

ム麹糊
目

幽し＿
盈

｝｝　c　／

／

開発項目：成層圏オゾン等の観測機器の開発（ILAS ： 改良型大気周縁赤外分光計）

”

凹
一

研究機関名爵：環境庁企画調整局地球環境部町大気保全局

＼　　　　　　　　　　　　、

_　　　　F　　　　
！

＼　　　　　　年　度1
！ 平成6年度～平成7年度計画

、
＼

～平成3年度実績 平成4年度実績 平成5年度計画 最　終　目　標

＼予算額　ピ 電
6

　
　
　
7
ノ

　　　　　　　　（千円）　　　　　　　＼、・事項　　　＼＼　　　　　　　　　　　＼’

280，235　　　曜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ 246，085　　　　　　　　A

@　ミ

260，000　　一

／
’

「

レ

βBM
←’ △　　’ △ 地球観測プラットフォーム衛

引 打 星（ADEOS）にILAS

STM 　　　Hｩ　　　　　　　　　　　　　　　　　’ 渡 上 を搭載し、成層圏オゾン等の

’

し げ 観測を行う。

F

EM ← →

！

　　　　　ヤf 、
、

吋

PF’l ←

　バA

ケ

検証実験（準備） ←

ご
、

隔　　　　　　　　「
｝ ＼

BBM、STM及びEMの設計 EMの環境試験を行い、PFM PFMの製作を継続するととも PFMの環境試験、システム 備　　考
ノ L

特記事項　　　　’・　’ ・製作を行った・ の設計、製作に着手した。また に、検証実験の検討を引き続ぎ 試験支援を行う o

、

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

、検証実験の検討を開始した。
！一　　7

C丁つ。 ADEOSに搭載され、平成 平成元年よりスタート
P

〆　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　～ 8年冬期にH－Hロケットに ｝

ノ

ザ
より打上げが予定されている

げ

7　　　　　　　　　　　　　　甲
「

’ 打上げ後、実証実験を行う o
〆

一17一

／

一一額蜘　　曙　蝉即一　　　一 ＿牌　＿一二　’糊瑚・潤講叩’．一歩・鰍一計轡一四遡一州一一・一一蝋・帽一耕騨僻目一・締袖鯉｝附・糊一・w一脚一軸畔軸幽・脚｝一一御恥
畔　ﾝ累　峨　騨贈跳躍謄甲脚騨　旧聞r皿　｝脚璃　’脚堕｝糊　榊　　騨榔 　㌣　へ甲F

ノ



一ユ8一二
》

一

ヤ ’

開 発項目城醐オゾン等の翻簾の開発（RIS・鯉間レーザ畷光路吸収測定用リ トロリフレクター）
昏

「

1　　　　　　　　　　　　　　　一

､究機関名等：環境庁企画調整局地球環境部・大気保全局
ア

「

，

隠＼、　　　年度・　＼　　　　　　＼ r　　　　　　　　聴
平成6年度～平成7年度計画

’　　　　　標

予算額

L7@～平成3年度実績

@　㌔

平成4年度実績 平成5年度計画

6 7

最　終　目

（千円）

事　項　　　　＼＼　　　　　　　　　　、＼＼ 350，057 178，705 162，000

　　　「
F

△△ 地球観測プラッ，トフォーム技
STM ←　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→

弓打 術衛星（ADEOS）にRI
て

→ 三十 Sを搭載し、成層圏オゾン等
EOM ←

しげ の観測を行う。
’

MOM ←
’

PFM・
←

’
5

’

’

RIS用地上レーザー送受信

葡u

←
c

「

響

前Mの設計・製作を行った。 EOMの設計・製作を行った。 ’EOMの環境／光学試験を行う PFMの製作を行う。
備　　考

特記事項 RIS用地上レーザ送受信装置 とともに、MOMの製作を行う ADEOSに搭：載され、平成

の設計製作に着手した。 RIS用地上レーザ送受信装置 8年度冬期にH：一IIロケット 平成3年度よりスタート

P の製作を継続する。 により打上げが予定されてい

、　向

　　、A

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噂

る。

’

〆

轟
1

（観測の分野）

開発項 目：炭酸ガス等の温室効果気体観測センサめ開発
卜

論究機関等名：資源エネルギー庁
」

年度 平成元年度～平成3年度実績 平成6年度～7年度計画
ρ

’

凄

平成4年度実績 平成5年度計画
’

予算額 元 2 ’
3

6 7 最終　目　標　　　　　　　　　　‘

　　　　（千円）
磨
@
項
’ 304，511・ 、960，000 1，110，000 ・1，400，000 904，000

亀 ’　△ 地球観測プラットフォーム技術

打 衛星（ADEOS）に搭載するための、E　　　　M
竃 上 観測センサを開発し、温室効果気

げ 体等の分布を研究するとともに、P　F　M △

　　　‘ﾊ 引渡し 温室効果気体の吸収、発生等の循
｝

環メカニズムについての科学的知予備設計
7 見を得る。

基本設計 ←
一

「

詳細設計

．維持設計

’

ノ
！

ノ

特記事項 元年度は大気中の炭酸ガス等の温室効果気 前年度の成果を踏ま 前年度に引き続きデ 平成7年度に地球観測プラットフォーム 備　　　　考
！　　　　／

，
体を観測するための観測システムについて、 えて、EMの性能評価 一下解析手法の検討及 技術衛星（ADEOS） に搭載して打上げを計

、

その検討を行い、 システムの中の核となるコ 等の試験を実施し、こ び衛星搭載用実機セン 画している。
呪　　　　ラ ンポーネントについて一部試作し、性能評価 れらの結果に基づき、 サの製作・試験を行い

［

等の試験を実施した。また、 データ解析手法 PFMの設計・製作を 、さらに観測データの
F

についても検討を行った。 実施した。また、前年 の処理・解析に必要な
、

2年度は部分試作、基本設計を実施すると 度に引き続きデータ解 地上システムの構築及

．ともに、EMの設計・製作に着手しだ。また 析手法の調査検討を実 び温室効果の解析・検
　　　し
u 、 あわせてデ7タ解析手法の調査検討を実施 施した。、 討を行う総合解析評価

、　㌧ した。 に着手する。

3年度は前年度の成果を踏まえて、EMの ，　ノ
、

製作を実施するとともに、 PFMの設計に着
　　　　　　「C

擁したげまた、　　　耳

前年度に引き続きデータ解析
，

手法の調査検討を実施した。
’　　　　　　　　　　　　　r

〆　　　　冒
、

D

r1，9一
！　　ノ

評　
7



、

一20一

開発項　目：熱帯降雨観測衛星　　　　　　　　　　　’ 　　（TRMM）
p

（開発研究）

研究機関二等：宇宙開発事業団

平成6年度～9年度計画年　度 且

平成2年度実績 平成3年度実績
平
成
4
年
度
実
績
　
1 平成5年度計画

6 7 8 9 最終目標・　’予算額 P

　　　　　　　（千円）　　　　　　　　　　♪L

磨@項　　、　　　　　　　も 58，000　　　㍉ 91，794
　　r
W73，916 903，671

’

→

r　日米協力により、全

EM ←
地球的規模のエネルギ

、
，

→ 一収支のメカニズム解
PFM ←

打上げ△ 高等に不可欠な熱帯降
Jの観測等を行う。

インテグレーション支援 「 ← →

→
試作・試験

　　荊
←

‘

隻

システム設計 ←　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→

@　　’
予備設計’ ←　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→

@　　　　㌔　　　　　　　　　　　、

→
H一皿ロケット

〆

←

’

卑

’

一

F

特　　記　　事　　項’ ①　システム設計を行っ ①予備設計及び降雨レ ①　降雨レーダの試作・ ①降雨レーダの試作試験 ① 試作・試験を行う。
備　　　　考

匪　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

た。 一ダの試作・試験を行
ﾁた。

試験を行った。
及びEM／PFMの製作・試験を行う。

②
③
試験を行う。
@H一五ロケットにより、

EM及びPFMの製作・

、
’

平成9年度に打上げる。

｝

㌔

一

’

，

∫

・画
¶

（観　測）

ら

ドップラレーダの研究（開発）

研究機関名等：郵政省通信総合研究所

年　度 昭和63年度～平成3年度実績
、 平成6年度～11年度計画

平成4年度実績 平成5年度計画
予算額 ’

6 7 8 9 10 11 最終目標
　　　　　　　（千円）
磨@賦し　　　　　　’ 170， 113 65，009 75，080

’

降雨レーダの開発と実験 ← → 　地球的規模の
ﾙ常気象、気候

熱帯降雨観測衛星（TRMM）
求F載用降雨、レーダ開発

げ　　了
、

／
ム

変動を解明しそ
ﾌ対策を施すに　

（
デ
ー
タ
処
理
部
）
一 　　　　　　e

･

TRMM打 は、水循環・エ
lルギー循環に

、 密接な関係を有設計・試作試験　　　　　　　、
←

〉

する降雨の地球
と

的規模での観測EM試作試験 ’ ←
鱒 が不可欠である

データ処理解析装置整備 このために直
亀 接降雨を定量的

ﾉ観測可能な衛装置整備　　　　　　　・
、　　　　　　1 星搭載降雨レー

→ ダの開発を念頭データ解析処理
し におき、これに

、 必要な技術資料
ヤ

！
の取得やデータ

｝ 処理・解析法を
明らかにするた
めに降雨レーダ

ノ を試作し、航空
臨

1 機実験を実施す
る。これにより

’
心

TRMM等の衛星搭
、　　　〆 ，載降雨レーダの

、

、

「　　， 実現に資する。

尾

特　　記　　事　　項 平成元年度まではアクティブァ 航空機搭載降雨レーダシス 航空機搭載降雨レーダシス 航空機搭載降雨レーダシステムの製 備　　考
イ

レイ型電子走査アンテナを構成す テムの送信部の製作を完了し テムの受信部の製作を開始す 作を行う。 TR踊M打ち上げ後、 衛星搭載
h るアンテナ素子、 固体電力増幅器 た。 る。 降雨レーダとの比較検証実験を行う o

　　帳C

窪した。
アクティブアレイアンテナ等を試 TRMM衛星に搭載する降雨

戟[ダデータ処理部EMの試
　TRMM衛星搭載用降雨レーダ
ﾌデータ処理部EMの試作試 処理部のEMを開発し、

TR隈衛星搭載用降雨レーダのデータ

成果をNAS

レーダシステムの開発を開始し、
平成2年度から航空機搭載降雨 作試験を開始した。

験を引き続き行う。　　｝

DAへ引き渡す。
TRM｝！データ解析処理装置を整備し、

～　　　　、

アンテナ部、送信部の部分的製作 データ解析処理を行う。
を実施した。

塩

で

τ TRMM衛星に搭載する降雨レ
恥　　　　　　　　4　　　　嗣

@　貼 一ダデ』タ処理部の設計・試作試
’　　　　　　　　　、
@　　　　　ノ
@　　甲

た。
験を行い、EMの試作試験に備え

唇

1

」

、

一21一
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（観測の分野）

開発項目：極軌道プラッ トフォーム搭載用資源探査観測システムの開発

研究機関等名：通商産業省 機械情報産業局
，

年度 昭和62年度～平成3年度実績
h

平成6年度～1 0年度計画
日 平成4年度実績 平成5年度計画

予算額 62 63 元 2 3 弓 7 8 9 10 最終　目　標

　　　　（千円）

枕?@　　・
「

6，983，179 2，907，020 2，907，020

、　　／

　　　　　　　　，J

〔

，

，

，

△（6／E） 米国航空宇宙局（NASA）が平成10
認　　　査

打上げ 年度に打上げ予定の極軌道プラット
B　B　M ’ フォーム衛星1号（EOS－AM1）に搭：
E　　　　M

△（9 E） 回する資源探査用将来型センサ（AS
P　F　M NASA引渡し TER）の開発を行う。
概念設計
予備設計
基本設計
詳細設計 A一　　　，

，

維持設計

特記事項’ 6 2年度は資源探査に関する高度な将来 前年度に引き続きE 前年度に引き続きE 1 0年度に米国航空宇宙局（NASA）の極軌 備　　　　考

㌔ 型センサに関するニーズ調査及び資源ユーザ Mの設計・製作を行っ Mの製作を行うととも 道プラ ツ トフォーム衛星1号（EOS－AMI）に

売 の要望の取りまとめを行った。 また、米国 た。 に、PFMの詳細設計 搭載して資源探査用将来型センサ（ASTER）

の極軌道プラ ットフォームに搭載可能なシ ・製作に着手する。 を打上げる予定。

L 　　　　LXテムについて検討を行い、 その概要につ

いてまとめた。 L

　　ドA

6 3年度は前年度の成果をもとに、 シス

　　　　、u、

テムの概念設計を行った。　　　　’

@元年度は検出素子、 光学系等のク リティ
β カルコンポーネン トの試作等の要素技術研

亀

セ 究及び予備設計を行った。

2年度は前年度において決定されたセン
昌

サの最終仕様値をもとに、 BBMの製作を
、；

‘

行った。
‘ 3年度は前年度の実績を踏まえ、 EMの

基本設計に着手するとともに、 BBMの試 “
，

験・評価を行った。

　％ﾎ

9

♂　　　　　　　㌧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　、　　　　　し

L　　　　　　　　！ 戸

1

，

、　　　　　　‘
「

ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

・・ﾘ 　

（通信の分野）

陶

開発項目：通信放送技術衛星（COMETS） ㌧

（開発）

研究機関名望：宇宙開発事業団 ’

げ　　　　　　　年　度 　　　　　　　炉m 平成6年度～8年度計画

　　　　ρ
¥算額 2ργ3

平成4年度実績　・ 平成5年度計画 6 7 8 最終目標
　　　　　　　（千円）

磨@項 　　　　　　’P，843’C，806 1，375，845 3，183，276
f

f

高度移動体衛星通信
　
E
　
M
　
　
　
　
炉
’

、

げ

技術、衛星間通信技術
yび高度衛星放送技術

PFM △ の通信放送分野の新技
h　　　　　r 打上げ 術、多周波数帯インチ

データ中継器の試作試験 グレーション技術並び
に大型静止衛星の高性

予備設計
更 能化技術の開発及びそ

ノ れらの実験・実証を行
基本設計 うことを目的とする。

詳細設計
’

〔H一五ロケット〕
し

1

’

’

’

｝

、 （

’

’

匿

ト

　　　　　　　　デﾄ

、

⊆

特　記　事　項L 、①予備設計、基本設計、データ ①基本設計を完了し、詳細設 ①　詳細設計及びEMの製作試
① 詳細設計、 EMの製作試験及 備　　　　考

r

中継器の試作試験及びEMの製
?�sった。

計及びEMの製作を行った。 を行う。

ﾜた、PFMの製作を行う。 ②
びPFMの製作試験を行う。

W年度に打ち上げる。
H一言ロケットにより、平成

、

ノ

し

、

ε ’

免 1

∫

’ ‘

臨

も

「

A
き

！

、

、

書
「

■

一2’3一

〆
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（通　信） ’

開発項目：高度衛星通信放送技御の研究開発 （開発）

研究機関親等＝郵政省通信総合誌穽所

年　度 ～乎成3年度実績 平成6年度～11年度計画
平成4年度実績 平成5年度計画

、

予算額 引

6 7 8 9 10 1
1
12 最終目標

　　　　　　　（千円）、

磨@項 306，685 376，685 661，623 ｝

」

高度移動体通信中継器・
sx衛星放送中継器　　　，

　　　　　　　，
`　　　　　　　　　、

「

、　ムCOMETS打上げ’ 　次世代の衛星通信で
ﾍ個人単位で多様なサービスが提供されるこ

’ とが要求される。その
｝
開　発 ←　　一 ため、Ka帯／ミリ波

← → の高出力中継器、マル
維持設計 チビームアンテナ、再．

→ 生中継器技術の開発を
地上実験施設整備 行う。

→ 衛星放送の分野では
実　験 、 広帯域の高精度テレビ

、
r 放送、統合ディジタル

■ 放送、地域別放送等の
し

放送システムを可能と
する基礎技術として21画

－

山

GHz帯の高出力中継
、 器、マルチビームァン
覧 テナ等を開発する。

これらの基礎技術を
通信放送技術衛星（COM
METS）において実証実
験を行う。

P

‘

i

－

特　　記　事　　項 搭載中継器め構成、特性につい 搭載中継器の開発を継 搭載中継器の開発を終了 高度移動体通信中継器及び高度衛星放送中 備　　　　考

　　　←A

て検討し、開発に着手した。
@地上実験設備について検討し、
､究開発課題の取りまとめ方針を
?閧ｵた。　’

続する。

@地上実験設備としてK
＜oンド／ミリ波のフェーズドアレーアンテナ、

L帯域映像信号処理装置

し、NASDAへ引き渡す

B　また、4年度に着手した

n上実験設備の開発を引き
ｱき行なうと共に、波形解

継器を開発し、

@衛星打ち上げ後、

信放送技術衛星に搭載する。
@地上実験施設について、

平成8年度打ち上げられる通

@　実証実験を実施する。
順次整備を行う o

、及び再生中継端局装置 析装置を始めとする各種解
の開発に着手した。 析装置の開発を行なう。

，

、

’

甲

／

傷
麹

膠
｝脚

開発項目：光衛星間通信実験衛星（OICE、TS） （開発研究）

研究機関名四：宇宙開発事業団 ，

年　度 平　成 6　年　～ 9　年　度 計　画

L 平成5年度計画 　，U ヤ 8 9 最終目標予算額 r

鳳

（千円）

事　項 181，166
欧州宇宙機関（ESA）BBM 　馬

P

’

の静止衛星（ARTEmS）
ﾆの間で、光衛星論義

O　M △ 信に必要な捕捉追尾技
’ 打上げ 術を中心とした要素技予備設計

術の軌道上実験を行う
ことを目的とする。詳細設計

r
「

［J－1ロケット］

ノ

㌧

‡

‘

△

（参考ARTEMIS）
ノ

轡ノ
酷

、

ノ

’
，

ヂ　　　　　　　　　　　　　　　　　、

特　記　事　項 ①　予備設計、及びBBMの製作 ①　詳細設計、 BBMの製作試験及びOMの製作試 備　　　　考

」

試験を行う， 　験を行う

A J－1ロケットにより平成9年一頃に打ち上げ
、

〆
’

る。

’

一 ∫

P
旭

闇 F

／

’

r

♂
’

㍉

｝

一25一
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（平成4年度において終了した事項）’

1

開発項　目：第一次材料実験 （FMPT）

研究機関名等：宇宙開発事業団
監

年　度 昭和57年度～平成3年度実績 L

平成4年度実績 平成5年度計画
予算額 57 58 59 60 61 62 63 元 2 3

孕

！ 最終目標
（千円） 1

事　項 26， 252， 569 2，156，121
，

　　　、
ﾅ上げスケジュール ’

　△
ﾅ上げ

　スペースシャトルに
艪ｪ国の搭載科学技術
ﾒ（PS）が搭載し、

→ 宇宙空間の特性を利用設　計・解　析 ←
炉

した材料実験等を行う

搭載実験機製作
ことを目標とする。

E　M ← →
、

奮

PFM ← →

インテグレーション及 ←
び設備整備

有人サポート技術
’

選抜 ←

→訓　練 ←

→健康管理 ←

特　記　事　項 ①P FMの製作試験をほぼ完了 した。 ①搭載実験機の射場整 備　　　　考

　　　　　　隔｣　　　　　　　　　1 ②搭載科学技術者 （PS） の第四次選抜を行い3人のP S 備作業・実験運用訓

き
　を選定した。

BPSの訓練、 健康管理を行った。
練を行いFMPTの打上
ｰ及び軌道上での宇

④シヤ トル／スペースラブとの安全性適合等の解析を行っ 宙実験を実施した。
！

“ ・た。 ②実験終了後帰還した
「

⑤実験計画の最適化のため、 シヤ トル搭載実験機の運用解 PSのリハビリテーシ
析及び地上シミ ユレーショ ン試験、 実験研究者との調 ヨン等の健康管理を

整、NASAとのインターフェース調整を行った。 行った。
⑧実験、
行った。
打上げのための作業要求書の作成等の準備作業を

ニングを含む）及び 機のラックへのイン

’

⑦ソフ　　　トウェア等の実験支援装置の改修を行った。
G搭二載試験機の国内整備及び補用品の製作を行った。

健康管理を引き続き
sった。

テグレーションを一
剥sったところで保

⑨搭載実験機を米国に輸送しNASA、 KSC において射場整備 ⑫シャトル不具合によ 管処置を行った。

@　啄
⑩実験

　作業を行った。　　　●

JプライムPS

　　　　　　　　　　「@　　　　　　戸　　　　ノ
ﾅ上げ業務の準備及び運用訓練を行った。
@　　1名を選定し米国にてP Sの訓練 　　とiNASA側

る全体打上げ計画の
xれによりFMPTの打
繧ｰ時期が平成4年

　‘f PS、ミッションスペシャリストを交えたクロストレー 9月となり搭載実験

r『へ

、

（　宇宙環境利用・有人宇宙活動の分野　）

開発項目 ：軌道上からの無人回収システム（EXPRESS） （開発）

研究機関名等：文部省宇宙科学研究所
詰　　　　　　　手

■

年　度
～平成3年度実績　　～

、

・平成4年度実績 平成5年度計画 平成　年度計画
甘

予算額

@　　（千円）

‘
r 最　終　目　標

！

事　項ノ 1，222，912
一

， 炉

β

通商産業省及びドイ

PFM 聯一一聯噂需一胴…胴一 ﾁ ツに協力して、微小重
’　　　　　　　　　　　一@　　　　　　　　P 力等の宇宙環境を利用

した先端産業技術開発
’

M－3SHロケット
　　　　　匹C

’

に関わる実験手段の多

l化、及び今後の研究
8号機｝ 開発において必要とな

る大気突入技術、回収
、 技術等の課題に対応す

る学術的な研究を行う
ことを目的とする。　、

㌃

ド

蒐

、

ノ

へ
～亀

ご

曜

’

7’

’

ヤ

｝／ 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙

’　　　　、’　　　　　」

「

特記事項 〆
｛

「

備　　　　考
’

転
P フヲイトモデルの開発（一部） フライトモデルの開発（一部）

に着手した。 及び総合試験を完了し、M－3S 微小重力等の宇宙環
r

1ロケット8号機により平成5年 境を利用した先端産業

　　　　　　　　†m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

－ 度冬期に打ち上げる。 技術の開発を促し、ま

1
た将来の惑星探査にお

「

，　も ける惑星大気投入プロ
ヨ

聖 一ブ等の技術を獲得す
　、

凵@　　　　　　　　　一
@　≧

　　　　、
　　　　　　　毛
@監

るなどの技術的波及効
ﾊを期待できる。

ノ

f

一27一

　　　　　　　　β　、　　　　，　　　　一㌦　　　・　　　・ノ　　・　　／
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（宇宙環境利用・有人宇宙活動の分野）
、 許

開 　　　　　　　　　　　　　　　㍉ｭ項目：軌道上からの無人回収システム（EXPRESS）の開発
，

研究機関隠名：通商産業省機械情報産業局 h

一　　　　年　度 平成2年度～平成3年度実績 マ

平成4年度実績 平成5年度計画 平成6年度計画 平成7年度計画 1

　　　　，
¥算額

　　　片Q 3 最　終　目　標

（千円） F

事　項 744，643 3，465，721　－

@　　　　「

3，325，405

炉　△ 宇宙空間における先端技術実験の

打上げ 適切かつ機動的な実施を可能とし、システム設計
P 産業の宇宙利用の効率的な実現に資

する自立帰還型無人宇宙実験システ
基本設計 ムの開発を行う。

詳細設計
！

維持設計

E　　　　M
、

P　　F　　M

ﾅ上げ関連 ’　　〈←一う〉

旨

み

インターフェイス調整

1

一

読記事項 2年度は軌道上からの無人回収シス 前年度に引き続き、 前年度に引き続き、 ．　　　　備　　　　考

テムに適合する宇宙環境利用実験装置 基本設計を行い、4年 回収カプセル、搭載実

の研究に関するF／Sを実施するため 度よりPFMの開発に 験装置の開発を進める ドイツ側作業計画の見直しに伴い

、
本システムに関する内外の技術動向 着手した。 とともに、打上げ三年 、打上げ時期を平成5年度より平成

調査、概念設計及び要素技術の検討等 また、打上げ用ロケッ ケットの開発を行う。
’ 6年度に延期する必要がある。

　　　　、w を行った。 トの開発を開始した。
一

3年度は前年度の成果を踏まえ、本
1 システムの基本設計及び要素技術開発

を行った。
i

乱　　　　　　。
耀

レ　　辱

F

、

、

’

（宇宙輸送分野）

8

開発項目：軌道上からの無人回収システム（EXPRESS）の開発
T

一

研究機関等名：通商産業省 機械情報産業局
ア

年　度 凹　　　　　h
平成4年度実績 平成5年度計画 平成6年度～

予算額

@　　（千円）

／

最　終　目　標
ψ

事　項 ・1，887，544
」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

@　　2，059，544
／

7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア製作・全段組立・打上げ
、 我が国の微小重力環境下での実験

」 機会を確保するために、自立的に回
㌧

2　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　，
収が可能な無人回収システムを低湿

〆

「　一
　　　　　　　　　　　　　輔
n

道に打上げるためのロケットの開発
レ こ を行う。

’

‘

一　　　　　　　　」

、

、

｝

～

監

特記事項　　　　　　　　　r 　M－3’SHロケット
ﾌ設計及び製作を行っ

　4年度に引き続き、

l－3SHロケットの

‘

備　　　　考
、 た。　　　　　・ 設計及び製作を行い、 ドイツ側作業計画の見直しに伴い

く

冬期を目指し、文部省

F宙科学研究所と協力
、打上げ時期を平成5年度より平成
U年度に延期する必要がある。

－ してM－3snロケッ
トを打上げる

’

∫

●

し

！

〆

　　しA　　　7
’

’

一29一
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、

、

、

開発項目、宇鹸験襯測フリーフライヤ（SFU）誇載実験機器部の開発
、

研究機関名等：宇宙開発事業団

～平成3年度実績
平成6年度～7年度計画

年
平成4年度実績 平成5年度計画 6 7 最：終目標

63 元 2 3 ■

予算額
@　　（千円）

事　項 2，884， 763 1，366，854 123，551
冨 ノ

△
P
D
R

△CDR＃1
㌦

△CDR＃2 　　　△@
　
P
Q
R
l

脚

　△
ﾅ上げ

　▽　　、

�@収
　理工学実験、天文観
ｪ等、各種科学研究の
ﾀ施、各種先端産業技

、 詳細設計 ア

維持設計
→

半開高等の実施のため
ﾌ宇宙実験機会の確保

匡軸 @計　　　・ ← → 並びに宇宙ステーショ
亘又

「
ン取付型実験モジュー

炉

要素試作試験　　　＼

← →

→・　　　　ド

ル（JEM）の曝露部
yび搭載共通実験装置
ﾌ信頼性の向上を目的

E　M
一

とする。
→PFM ← ’

インテグレーション試験
、
←一→

支援
→

運用試験
←

回収後評価解析

①SFU搭載実験機器部の維持 ①引き続きPFMの設計・製作
①6年度、H－IIロケットにより
@GMS－5と同時打上げを実施

備　　　　考
　　特　記　事　項　　専‘　　　　，　　　　　　　　　　　　「

@　　　　〆

①SFU搭載実験機器部の基本設
@計を行い、基本仕様、インター
@フェース条件、開発スケジュー
n　ル等を明確化した。
A搭載実験機器部の詳細設計を行
@い機器仕様、インターフェース
@条件等の詳細化を行った。
B開発上グリテイカルな技術要素
@について、試作試験を行った。
CEMの設計・製作に着手し、試

　設計に着手した。
A引き続きPFMの設計・製作
@を行った。
BSFU本体へのPFMの組み
@込み、インテグレーション及
@び試験支援に着手した。

@　　　　　　　「

　を行う。
Aインテグレーション総合試験
@評価に引き続き、打上げ匹供
Bするための整備作業を行っ。

C　　r

　する。
A軌道上において約gヶ月間のミ
@ッション運用を行っ。
B実験終了後、スペースシャトル
@により地上に回収する。
C回収後の評価解析を行う。

　文部省の担当する本
ﾌ部（バス系）及び実
ｱ観測機器部、通産省
ﾌ担当する関連システ
?yび実験機器部との
Cンターフェース調整
�}りつつ、開発試験
�iめる。

験を実施した。

　　　　　　　　」
⑤PFMの設計に着詳した。
E搭載実験機器部の詳細設計を行
@い、詳細仕様の決定、シスァム

　　　　　　　　　　㌔

_

　設計の維持更新等を行った。
FEMの設計・製作及び試験を行 」

つた。

’　　　　　　1
⑧搭載実験機器部の詳細設計を引
@き続き行い詳細仕様の決定、シ
@ステム設計の維持更新を行った
@また、PFMの設計・製作及び

　　　　　　　　、

㌧

試験を引き続き行った。　　　、

～

’、 ！

（　宇宙環境利用・有人宇宙活動の分野　）

開発蘇り目 ：宇宙実験・観測フリーフライヤ（SFU）． （開発）

研究機関名湯：文部省宇宙科学研究所

年　度 62～平成3年度実績 ’

　　　　　／ｽ成6年度～ 7年度計画
ざ

平成4年度実績 平成5年度計画
予算額 62 63 元 2 3 6 7 最　終　目　標

’　　　　　（千円）

磨E項㍗ 8， ゴ77， 140． 3，238，161 927，262 〆

’

置 理工学実験（高電圧
E　M

沌

， ソーラーアレイ、2次
’

元展開、電気推進、宇
PFM 7

、

鱒　　一 幽一一陣犀一一輯。鴨｝向一一一一一一一一一一一一一■一一一一一一一 一一’一’一一一 @　γ 宙生物学、凝固・結晶
’ 成長、プラズマ計

地上支援設備
、

i 二 測）、天文観測（赤外
‘　　　　　　　　　　　　’

矯 4 望遠鏡）等各種科学研
運　用

嚇 究の実施を目的とす
、

る。

二

「

’

，

’

曾

｝

b

’

＼

ヒ

ヤ

｛

3

「
偶

！

ζ
特記事項

エンジニアモデルの開発を完了
備　　　　考

フライトモデルの開発及び地上 引き続き総合試験を行う。 総合試験を完了し、H－Hロケ
七、 フライ トモデルの開発に着手し 支援設備の設計製作を完了し、総 ツ トにより平成6年度冬期に打ち 文部省、科学技術
た。 合試験を行った。． 上げる。 庁、通商産業省の共同

’　　　　仁 ．注した。
8

打ち上げ後、 運用を行い、平成 計画である。

7年度も引き続き運用し、米国ス
1 ←

ペーズシャトルで回収する。

！

で

㍉ 咤

’ 爵

r ’ 〆 し

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　で

過

n

’

一31一 ∫
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＼

（宇宙環境利用・有人宇宙活動の分野）

開発項目：宇宙実験・観測フリーフライヤ（SFU）の開発

研究機関線名：通商産業省 機械情報産業局

年　度 昭和6 1年度～平成3年度実績
平成6年度～7年度計画

へ 平成4年度実績 平成5年度計画
　　　　一¥算額 61 62 、63 元 2 3 6 7

最終　目　標　　1

　　　　（千円）

磨@項
21， 119，908

、

5，757，995、 4，396，648
一

△ ▽
E　　　　M　　　　　も

！

打上げ（2紐） 回収
　宇宙の微小重力を利用して産業技
p開発実験を行うため、平成6年度H－Hロケットにより打上げること

P　　F　　M を目標に開発を行う。

ミッション運用

管制系の開発
，

一

システム設計

基本設計　　　　　　　、

詳細設計 7

維持設計
ミッション運用

1

特記事項
6 1年度は産業ニーズを調査し、 無 前年度に引き続き、 前年度に引き続き、 備　　　　　考

人宇宙実験システム （宇宙実験 ・観測 PFM、ミッション運 PFM、維持設計及び

フリーフライヤ） のシステム設計を行 用管制系の開発及び維 ミッション運用の開発
■

つた。 持設計を行った。また を行う。

6 2年度は前年度の成果を踏まえ、 、ミッション運用に着

EMの基本設計及び要素技術開発を行 噛した。

つた。

6 3年度はEMの製作に着手すると
ともに、　　　詳細設計に着手した。

ｳ年度はEMの製作及び詳細設計を
’

q

行った。また、ミッション運用・管制 “

♪

系の設計に着手した。

2年度はPFMの設計、 ミッション
運用管制系の開発及び詳細設計を行っ

へ

た。
ガ

3

3年度は、 前年度に引き続きPFM
の設計、 ミ ツショ ン運用管制系の開発

ρ を行っだ。 また、 維持設計に着手した 、

o　　麟

雷

雪

’　、

＼

開発項目：第一次国際微小重力実験室 （IML－1） 計画参加のための開発
㌔

∫ 研究機関名等＝宇宙開発事業団 F

年度 昭和63年度～平成3年度実績

謬　　予算額

@　　　　（千円）
63 元 2 3 平成4年度実績 平成5年度計画 平成6年度計画 ｛最終目標

事　項 701，，311 0
「

E　M
要素試作試験 ズ FMPT開発成果の
←一→

劇 活用及び有人宇宙実験
5 製作 ・試験

「 技術の蓄積並びに宇宙
PFM
@　　　　　　　　　　’

←
↓
、

NASAインテグレーショ

打
上
げ
ン

↑スペニスシヤbル

実
験
機
会
の
確
保
を
図
る
◎

F　M → 肖

ノ
’ 乱

ケ

｝

概念設計」　　　　　’ 〆 θ

予備設計
メ

／

’

基本設計・
’

システム設計 運用解析 飛行後解析
詳細設計 ぐ一一一一・→ ←一→ ← →

∫

特　記　事　項 ● 次期宇宙実験の研究と して、 ・引き続き、飛行後解析を行・
7

備　　　　考
IML－1計画参加の構想を つた。
取りまとめた。

〆 ●射線モニタ装置が搭載される有機結晶成長装置及び宇宙放

F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ こととなった（NASAが選
曳

定）
，

● 搭載実験装置についてFMP r

ノ

Tからの変更部分の試作試験を行った。

し　　　　　ノ
瞥

■た。PFMの製作 ・試験に着手し 、

● PFMの製作・ 試験を引き続
き実施し完成させた。
・PRM完成後、白し、NASAでのインテグNASAへ輸 　F

レーション作業に供した。 ＼

・NASAによるインチグレー’ 匹

ら ショ ン作業を実施した。 「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

・NASAによるインテグレーシ
ヨン作業完了後、 平成4年1月
騎嚥肴電鍵碧薙÷げ

、

一33一
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開発項目：第二次国際微小重力実験室　　　　　　　　　　　　　「 （IML－2）　　　　ド 計画参加のための開発

研究機関幾等：，宇宙開発事業団
r

年　度 平成元年度～平成3年度実績

平成4年度実績 平成5年度計画 6年度計画
予算額
@　　（千円）

元　、 2 3
’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

，　最終目標

事　項 625，860 827，639 4，077，560
｝ 要 、試作試験 　FMPT開発成果の

?p及び有人実験技術
E　M 打上げ の蓄積並びに宇宙実験

　で
h
製作試験 NASAインテグレーション スへ。一スシャトル

機会の確保を図る。

PFM 〈
〉

崖 システム／地上試験
→ 「基本設計　、．

▽CDR
→詳細設計

レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫

維持設計／リハーブ
‘

維持設計 ← →

、 地上支ま 装置整備 運用訓練／運用解析
飛行後解析　　　　　　　→

→ ←輿験運用 ←
」

　　｝ﾁ’記　事　項 次期宇宙実験の研究として ・PFMの製作試験を引き続き実 ・引き続きNASAでのインテグ
戟[ション作業を行う。

スペースシャトルにより平成6 備　　　考
L

●

O　IML－2計画参加の構想
�謔閧ﾜとめた。・搭載候補実験装置及び実験

綜O総計霰籏当作試験に着手した。

施し完成させた後、NASAへ
ﾌ輸送、インテグレーション作
ﾆを行った。

、

●年度に打ち上げられる予定であ

@る。・運用については、運用解析、運

p訓練等を実施するともに、飛
s後に実験装置を持ち帰り、解
ﾍ作業を実施する。

　 ・装置の搭：載性等の確認のた

’
めに地上実験に着手した。

翫

● PFMの製作試験に着手し し

た。

・運用のための地上支援装置
P練用装置の整備に着手し’ 1

’ た。
戸　　　　　Y

● PRMの製作試験を行った。

ド

・PFMの維持設計及びNASAと
ﾌインタフェース調整を行づ
た。 噌

曜

一

一

ぐ

1

！

　　
ノ偽

　
’

開発項目：宇宙ステーション（JEM）の開発
ド

笥

研究機関名等：宇宙開発事業団
、

年　度 昭和60年度～平成3年度実績 ’
↑ 平成6年度～10年度計画

平成4年度実績 平成5年度計画
予算額， 60 61 62 63、 元 2 3 6 7 8 9 10 最終目標

，

　　　　　　　（千円）

磨@項 37， 750， 160 27，367，740 36，747，983 も’

≦

r一・予備設計　　・；　　　　・
煦鼕 ﾖ連技術研究・1

軏{設計

←一一一

ｩ一一の

鱒　一　　一　輯　　一

宙鼈黶@→
f　　　　　　　　1

一　　一　　一　一　　一

S
体
シ
ス
テ
ム
↑

曹　一　　〇　一　　響　一 ↓
N
A
S
D
A
’
　
P
D
R
↓
▽
＿
＿
キ
＿

PRR

P

　　　　　　　　L

@　　　　　　CDR＃1
e部システム　　▽

CDR醤2

▽一▽

！

＃1

､
打
上
げ

　地球周回低回道上の
L人宇宙実験施設とし
ﾄの実験モジュールを
J発し打ち上げる。ま
ｽ、このモジュール内

←
騨　　輌　　一　　一　　一　　一 　　　　→

S　体
「

▼ での各種宇宙実験実施
，

各　部 に必要な共通技術、共詳細設計 ←
→ 通実験装置を開発す

じ ← 噛

る。

竃
｛

→

’

喜

→維持設計 ←
、

開発基礎試験　　　　　　・ 「

、 　←p 翻鱒一 ｩ 塾

ヤ

→E、・M ←
「

ξ
’

PFM ← →

→r一地上施設設備1 ←
→し・・ F宙環境利用・1 ← 、

　　　　　　　　へ
ﾁ　記　事・項 ①予備設計を行い、 基本仕様、 インターフェ 　　　　　　　　　、@引き続きEMの製作・ ①引き続きEMの製作・ J EMの開発を進め、 EM、 PFh1 備　　　　考

②J

@装置㍉

　一ス条件、

Aしかもク
@　　　J

EM構成要素のう
@　　リティ　　　カルな要素
dM搭載用計算機、

開発計画等の明確化を行った。
ち開発上重要な技術で
@　　（炭酸ガス除去
@　　　放熱機器、 宇

　試験を行った。
A引き続きJEMの基本設
@計及び開発基礎試験、搭：
@載ソフトウェアの開発等

　試験を行う。
A引き続きJEMの詳細設
@計及び開発基礎試験、搭
@載ソフトウェアの開発等 する・

の製作を行い、
闥n球低軌道へ打上げ、
ｱのための有人施設と

スへ㌧スシャトルによ

宇宙実
ｵて使用

等）
宙材料の耐酸素性、
について研究評価を行った。

有人技術、 運用技術等 を行い、基本設計が完了
ｵた。

　を行う。

BJEM全体システムの維 t

’

③NASAにおける宇宙ステーション全体の
@基本コンフィギュレーションの変更への対

③引き続きJEM全体シス
@テムの詳細設計を行い完

．持設計を行うと共に、P
eMの製作試験に着手す

③応を含め国際間の技術インターフェース調 了した。 る。 り

昏 整を進めぺ J EMの予備設計結果の見直し
を取りまとめた。 的部品等の開発試験を開

　　　　　ヤ
e

して、
④NASAプログラム要求審査（PRR）に対応
NASA等との国際間の技術調整

　始した。

FJEMの基本設計及び開 、

を進め、 予備設計結果へ反映させるとと 発基礎試験、搭載ソフト 書

4 ④もに共同管理技術文書を作成した。 ｝ ウェアの開発等に着手し

⑤NASDA
@体の取りまとめ、

PRRに基づき予備設計の全
評価及び開発計画の確定

　とた。
G基本設計の成果を引継ぎ

一

を行った。、 JEMの詳細設計に着手
⑥宇宙環境利用に係る共通基盤的技術及びイ した。　　　　　・

〆

⑤ンターフェース要求設定の一環となる共通 ’ 　　「
A

P

一35一
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●
一

1

開発項 　　　　　　　　　司ﾚ：宇宙ステーション（JEM）運用システム
，

研究機関三等：宇宙開発事業団
，

’

年　度 、　　， ん平成3年度実績 平成6年度～11年度計画
へ ’　平成4年度実績 平成5年度計画
予算額 63 元’ 2 3 6 7 8 9 10 11 最終目標

　　・　　　　（千円）

磨@項 1，，249， 582 2，322，417 3，694，619
ダ

PRR PDR
、

ORR 地球周回低回道上の
r

△ 、△ NASAβSP△ △ 有人宇宙実験施設とし

ト

システム検討 システム設計

　　　　　　　　ダ

軏{設計　・　， 詳細設計

覧

製作／試験
JEM＃1＃2
インテグレーション

ての実験モジュールを
^用する。また、この

→ ← →←一→ モジュールにより多数
運用システムの開発 ←丁一→ ←一→ ← て→←

7
の実験テーマを実施し

民
r

さらに宇宙利用の自主
決定　　　　・ 決定 決定 決定 性を確保し、広い分野

日本人搭乗員養成システム
養成計画検討

△　　養成計画作成 △ △

養成計画維持
△ からの多数の宇宙利用ニーズに適切に応える

搭乗員募集｛巽抜 ←
↓
’ ← → ←

訓　練
ことが出来るようにす
驕B

≧ ’

搭乗員養成訓練　　　　・ ←　　　一

@　　翻
運用利用計画の作成

J
　　△
dM利用事前調査

　　△，

iEM利用募集
　　△
iEM利用募集

　　　△
g11年統合運用利用

　△
sOP

＃1（AO）発出 ＃2（AO）発出　計画 （COUP） 策定
r

し

』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉

「 ～
、

1

「

一

特　記　事　項 ・宇宙ステーション運用システ ・第一回利用募集を実施し・ ・第2回利用募集を行う。 o 11年～16年用COUPを制定する。 備　　　　考
ムの検討を実施した。・宇宙ステーション関連研究の た。・運用システムの詳細設計に

・引き続き運用システムの

● 平成10年度の打上げに向けて運用シ
Xテムを設計・製作3試験してい

二 吐
　
た
。

一環として、　　　　　　’　　　　　　日本人搭乗員養
ｬシステムの検討を実施し

着手した。

@　　　　　　　r

詳細設計を行う。

E日本人搭乗員の選抜を行

く。

・平成7年度、
それ搭乗員の選抜をし、

9年度、 11年度にそれ
養成・訓練

o

「

●

・宇宙ステーション運用システ
?ﾌ開発研究に着手した。
日本人搭乗員の養成準備とし

、

う。

●

を行う。

11年目13年用TOPを制定する。

て募集 ・選抜 ・訓練計画の作
可 二等を実施した。

、
、咳J EM利用事前調査を実施し

「

㌧
た。

ゆ　　　　　　　　　　　　　　　、

・宇宙ステーション運用システ
ムの全体基本設計に着手し、

e　　　　　匹
運用計画立案ソフトウェアの

〈

基本設計を実施した。 ｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と

● 日本人搭：乗員の選抜を実施した
、

1盈…㎝
　　　　　　伊、7＿　　岬　　　　　　　　一

町　 ｝「

開発項 目：宇宙実験用小型ロケット（TR－IA）の開発
ρ

電

暫

研究機関三等：宇宙開発事業団

8　　年　度 平成元年度～平成3年度実績

平成6年度以降計画
予算額　　　’ 元 2 3 平成4年度実績

平成5年度計画　、　　　　　　　　　　＼

最終目標
　　　　　　　（千円）

磨@項 2，220，676 1，a51，487 1，056，152ゴ

’試イ試験
指

宇宙ステーションの
、＃3 予備実験、共通実験装E　M ■ →　　　　　　　　＃2

＃1

＿一一＿＿薗’
h鼈鼈鼈黶Q一脚曽一

．＿＿．∠＿二一一＿．＿＿＿＿一 置の開発等に資するた
ﾟ、宇宙実験用小型ロF　M ←
ケットを開発し打ち上

概念設計’ げる。

8

予備設計 L

基本設計 ←

詳細設計 ←一一}→
’

崔 9齪

些

’
十

’

，

、

／

‘

＼㌧　　’ 噂

特　　記・　事　　項 ● 宇宙環境利用システムの研究 ・平成4年9月頃2号機を打ち上 ・平成6年度以降に4号機を打ち 備　　　　考

　　　r
ﾋ の一環と して宇宙実験用小型 げた。 上げる。 上げる。

ロケット（TR－IA）の調
査研究を実施した。

・H－H試験用ロケット（TR
’　／ 一1） を宇宙実験用に改良す

るための試作試験に着手し ，
ノ

た。 ㌦

・引き続き、 試作試験を行うと
平

、
ともに、

ｽ。
機体ρ製作に着手し ギ け

、

v

ド

イ

ハ
4

！

篭

〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
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、

、（人工衛星共通技術の分野）

開発項目：技術試験衛星VI型 （ETS－VI） （開発）
一

研究機関名謁：宇宙開発事業団

年　度 昭和58～平成3年度実績 平成6年度計画
統

「　　予算額　　　　　・ 58～6r 62 63 元 2 3
平成4年度実績 平成5年度計画 6 最終目標

（千円）
’

事　項　　一 、 291， 909， 070 5，086，835 7，370，458
圧

、 H一∬ロケット試験
E　M △打上げ 機の性能を確認すると

ともに、1990年代におPFM ける、高性能の実用衛
A

、

β

星の開発に必要な大型概念設計
静止三軸衛星バス技術

予備設計　　　　　　　， 畠

翠

、

の確立を図り、併せて
sxの衛星通信のため
の技術開発及びその実基本設計
験を行う。
（ミッション期間：詳細設計げ

@　　　　　　　　　　　璽
ノ

衛星バスは10年、
ミッション機器は（H一皿ロケット

@　　試験機2号機）
3年）

「

1

、
、

L

「

ブ

吃
L

駐

L
「

㌦

特　　記　　事　　項 ① 衛星本体の概念設計、 予備設計及び ①引き続き、PFMの製作を ①引き続き、PFMを製作す ①引き続き、PFMを製
　　　　　　　　「�@　　，考

た。
基本設計を完了しぐ

詳細設計を行っ　　　　L 行った。 る。 　作する。

A　平成6年度に、H一∬ ロケット及びバス機

「

「

②空・EMの製作及びP FMの製作を行っ ロケット試験機2号機に
謔闡ﾅち上げる。

器の開発は、宇宙開発
幕ﾆ団が、ミッション
@器の開発は宇宙開発
幕ﾆ団、日本電信電話

［

，

「

←

株式会社及び郵政省通
M総合研究所がそれぞ

幽

〆

ノ れ分担して行う。
♪

　　「ｹ

ぐ

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

」

｝

脚　W ?c
　戸、
一 弊脚　

／

（通　信）

開発項目：衛星間通信技術の研究開発 （開発）

研究機関名等：郵政省通信総合研究所

年　度 昭和61～平成3年度実績 平成6年度～9年度計画L

平成4年度実績 平成5年度計画
予算額 6 7 8 9 10 最：終目標
z （千円）

事　項　　　　　　　　’ 854，989 254，720 253，527
技術試験衛星VI型搭載 A Sバンドによる衛星

実験装置の開発 髪 ETS－VI打上げ 追跡・データ中継技術
噛　　ピ を確立する。また、ア
・Sバンド衛星間通信 ←　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→ レー型マルチビームア
実　　験　　装　　置 ンテナの宇宙実証を行

う。
，・ミリ波衛星四通信

ﾀ　　験　　装　　置
← 葺 → 　ミリ波帯でのパーソ

iル衛星通信及び衛星

　　　　　　Fｩ 一

間通信実験を行い、ミ
・光衛星間通信 → リ波帯衛星通信技術を
実　験．装　　置 開発する。

卜 光衛旧聞通信の基礎
地上実験施設整備 ← → 実験を行い、将＊…の光

声

、

衛星間通信システムの
実　　　　　　　　　験 ← ～ → 基礎資料を得る。

、

P
「

〆

＼
、

’

ら

、

r

即

特　　記　　事　　項 Sバンドマルチビームアンチ 実験機器を搭載したET 実験機器を搭載したET 地上実験施設の整備を行う o 備　　　　考
’ ナ、衛星搭載用ミリ波中継器、光 S－VIの試験を実施した。 S－VIの試験を実施する。 ETS－Wの打ち上げ後、 地上め擬似衛

通信実験装置を開発した。 地上実験施設の整備を引 地上実験施設の整備を引 三等を用いて衛星間通信実験を行うほか、
開発した実験装置を技術試験衛 き続き行った。 き続き行う。 各種の通信実験を行う。
星VI型（ETS－W）に搭載し
ｽ。
地上実験装置：の整備を開始した

’ o　　　　　　　　　　　／
／

、

’

「　　　　　　　　　　　　　　　、

｝　　　F
’

P

罰

「

’

ノ

曜

〒一39一
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開発項 目：技術試験衛星十型（ETS一孤）の開発研究 （開発研究） 幽

研究機関名言：宇宙開発事業団

年　度 平　成 6　年　～ 9　年　度 計　画

平成4年度実績 平成5年度計画
予算額 6 7 8 9 最終目標

（千円）
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

5

夢

事　項 ） 1，046，386 2，708，84ユ
’

1

ランデブ・ドッキンBBM
聖 グ技術及び宇宙高温ボ

E　M 打上げ ットの基礎技術の実験
△ を目的とし、H一∬ロ

PFM 巳 ケットにより打ち上げ
’

1組 る。

PDR CDR 1み 打ち上げ後、上記技予備設計／システム設計 醇

」
△ △ 1込 術の実験を行う。

1み基本設計／詳細設計 （ミッション期間：
… 1．5年）

維持設計
’

：

ノ
i

搭載ミッション機器 i
：

BBM・ ＝

：

開発モデル ：
、 売 ：

PFM

㌧

一

特　記　事　項 ①衛星本体の予備設計 ①衛星本体の予備設計／シ ① 衛星本体の基本設計、 詳細設計及び維持設計を 備　　　　考
を行う。 ステム設計を行う。 行う。

笥 ②　衛星本体のBBM試 ②　衛星本体のBBM試作試 ② 衛星本体のEM及びP FMの製作を行う。 ①　TRMMとの同時
作試験を行う。 験を行う。 ③搭載ミ ッション機器のEM及びPFMの製作を’ 打上げである。

③搭載ミッション機器 ③搭載実験機器のBBM試 行う。 ②　通商産業省、郵政

　　　　　　　　　1A

り

のBBM試作試験を行ツつ。　・

作試験及び開発モデルの試
?�sう。

④　げる。平成9年度頃に、H－Eロケットにより打ち上， 省通信総合研究所及
ﾑ航空宇宙技術研究
所は、ETS一覇に
より宇宙ロボットに

ト

’
〒 関する先行的な実験

」

を行うことを計画し
ている。

r

～

　盆　　
晶、門＿一　　＿

㎜　　u

開発項 目：トラス構造物遠隔操作実験に関する研究 （開発研究）
嘩

研究機関堂堂：科学技術庁 航空宇宙技術研究所

年　度 ～平成3年度実績 平成6年度～9年度計画
｝

平成4年度実績 平成5年度計画
予算額 6 7 8 9 10～11 最終目標　　　　　　　（千円）

磨@項 4，120 14，214 50，470 へ
く

一

E　M 　　　←f → 宇宙実験を柔軟かっ
！ 効率的に進めるための

PM又はPFM ← → テレオペレーション／

　　　　　　　　　　｝e　M
テレサイェンス技術の
m立を図る。

概念検討 ←　　、 →
i

予備設計、 ← →

実験、実験データ解析　等
、

△ △
EM PFM

　　　A←
dTS一孤打上げ

－　　’
テレオペレーション／テ ←繭●rr齢卿一一一一一卿髄卿陶騨騨一一一一刷一■o一● 一　”　一　，　口　陶　聯　・　一　一　一　鱒　ロ　一　口　印　顧　一　一　●　の　口　齢　胃　騨　一　一　一　印 一　　脚　　脚　　印　　印　　一　　口　　P　　一　　一　　一　　一　　一　　幽　　一　　一　　一　　麟　　一　　伽　　一　　一　　9　　一　　一　　一　　一　　一　　卿　　印 脚　　卿　　一　　一　　”　　一　　●　　一 騨　　卿　　膚　　騨　　ロ　　一　　一　　一 騨　　”　　偶　　．　　口　　階　　胸 一　　一　　■　　騨　　一　　吻　　聯　　一 “　　“　　輪　　鱒　　脾　　●　　一　　一

レサイエンス技術の研究

’

’

、 ’

’

｝

！

亨

〆

特　　記　　事’項 軌道上実験におけるロボッ 運動シミュレーションソフ 登載用供試体トラスの予備 搭載 トラス供試体及び地上遠隔操作系の 備　　　　考
ト及びトラス構造物の運動の トウェアの整備を進めるとと
シミュレーションを行うソフ もに、遠隔操作対象トラスの

設計に着手するとともに、平
ｬ6年度のETS一丁開発試 験を行う。

開発を行い、ETS一二を用いて軌道上実
テレオペレーション

トウェアの整備に着手した。 一次試作を行い、ETS一三 験に向けてEMの設計／制作 ／テレサイェンス技術
また、ETS一孤の搭：載実験 での軌道上実験系の検討を開 に着手する。 の研究は、従来より

♂ 機器について、関係各機関と 嚇した。　　　　　　　　， さらに、ETS一孤の供試 「宇宙環境利用実験技
調整を行った。 また、ETS－V正の搭載供 体塔載インターフェース条件 術の研究」の中で推進

試体について、関係各機関と について、関係各機関との調 してきている。
う の調整をさらに進めた。 整をさらに進める。

＿　響
，

㌦

’

「 岬

㎡

‘

’
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